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Iセ コ ニ ッ クオー トリー ダー Ⅲ 4Ч につ い て
測定方式  反射光線式三段切換、アンプとダイアル連動

測定範囲  LV3.5～ 17.5(ASA100)

受光角度  」IS種号UB(70° ～100° )

セ コ ニ ッ ク オ ー ト リー ダー Ⅲ L-162′ :1は 反 射 光    較正常数 K-1.16
・                      EV目 盛  2～ 19

線 れlリ ウこブブ,ヽ で マ ル チ フ ィ ル ターー 6の 居嗣「掏に よ リイ氏光軍       ASA目 盛 6～ 12,000

度 と高 Jiili度 の切 換 が 可 能 で す 。 更 に ダ イ ア ル に連     製):曇 :《

動 す る ビ ル トイ ン ア ン プ に よ り低 輝 度 の 測 定 範 囲  ‐ シヤ
イプ 霙 l更搬 発.肺m

が容 易 に な っ て い ます ()ま た追 針 方 式 を採 用 して  ,    
重量 145gr

お り ま す の で 簡 単 な Ji彙作 で 測 定 が で き ます 。
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●使 用法 ●

① フ ィルム感度の合せ方

お使 いになるフィルムの感光度数値 (ASA露

光指数)を お調べ ください。次に透明ダイア

フレをおさえなが
',ASAッ

マ ミを廻 して、ASA
窓にその数イ直をセ ントします。 (下写真 1)

注、ASA感度はフィルムメーカーによって,皇

|ヽ ますが、 普通S級 ならばASA50、 SS級 なら

ばASA100です。なお同 じフィルムでも太陽

光 と人T光では感光度数値は違 |ヽ ます。

②戸外の様 に非常に明 るい場合

被写体が非常に明 るい場合、写真 2の ように

マルチフィル ター を閉 して受光部を被写体に

向けるとオ旨針が振れます。この ときマルチフ

ィルターは閉 した状態 ですか′)ダ イアルの中

′し、にある赤 にに
―  (功 )ヽマ ー クを合せます。

(D室 内の様に暗い場合
フィルター開閉ノブを押すと、マルチフィル

乱ヌ糾li孟ツ承∬撃急T雄た山
(計 )マ ークを合せます(写真 5)。 受光部は マ

ブレチ フィ′レターに1まれていたネ夏日長レンズ音β分

になりますので、これを複写体 に向けます。

④アンプを使う場合

99畠lilrT[:増′皇嶺Ittiこ
齢

的に出ますから止まるまで軽 く前に押 してく

ださい。 ぐI」 真 8)

ｒ

ｄ
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G旨針に追針 を合せる方法

② ～④ いずれかの方法により受光部を被写体

ιこ向けるとJ旨針が振れます (色 々な慢1り 方は

次項で述べ ます)次 にタイムダイアルを廻 し

てメー ターの指針に追針の三角窓の中心が合

うように します。 (′
77~真 9)

C測定 目盛の読みとり

追針 と指 ,十 を合せたときダイアフレ面に示 さオし

る絞 りとシャ ンター スピー ドのfll合 せが正 し

い露出値 を力tし ます。

注、組合せはどれをと ′́てもよいのですが、

どの組合せ をとるか は被写体、撮影の条件及

び日的によって選択 します。

● カ ラー撮影●

モ ノクロー ム (黒 白)フ イルムはある程度 の ラチチ ュー ド(寛 容度 )が あ りますが、 カラー フ イル

ムは これ が極 め て少 な く、従 って僅 かの露 出の過不 足が あつて も美 しい色 は再現 で きませ ん。

カラー撮 影 の場 合、 フイルムの感光度 を指 定通 り (フ イル ムの説明書 に書 いてある通 り)!F確
にセ フトす るこ とで、 あ とはモ ノクローム撮影 と全 く同 じです。 カラー撮 影 の場合 は普通 |り Jる

い部 分が露 出の基準 とな ります。 また明暗 の コン トラ ス トを光源 の調節や レフの使用 によ り、

1:41■ 内 にすれば更 に美 しい色調 の富んだ写真 を撮 るこ とが で きます。 カラー撮影 の場 合は

特 に,t写 体 の ライ トバ ランス (明日音コン トラス ト)に 注意 して くだ さい。 1'」 えば 人物 を撮 る場

合はハ イライ トの部分 を測 ってF8・ %“秒 であった らシャ ドウの部分 はF4・ 力m秒以内の明 る

さが ない とシャ ドウの部分の色 は美 しく出 ませ ん。
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● 人物 撮影 ●

カメラ位 置か らメー ターの受光部 を被写体 に

向 け る と、被写体以外のバ ンクの光、空 の光 、

路面 の照 り反 し等が受 た部 に入 って適正露 出

は得 られ ませ ん。 この ため で きるだけ被写体

の そば まで近寄 り、被写体 の反射光線 (輝度 )

のみ を正 しく測定 しなければ な りませ ん。 こ

の 1祭被写体 に約 10cmィ立迄 i丘 づ 。ヽて測 るこ とが

よ く、特 ιこ自分 が表現 したい部分 を測 ります。

この場合 メー ターの影が被
'「

体 の測定部分 に

入 らないよ うに して くだ さい。 人物撮 影 は特

殊 の場 合 を除いて最 も大UJな 所 は顔 ですか ら

顔 の露 出 を測 ります。 また直接被写体 に近寄

れ ない場合 はに 自分 の手 の平 を被写体 と同 じ

光線状 態 に して、 メー ター を10cm位 離 してそ

の手 の平 を測 るか、 あるいは標準反射板 を

使 用 します。次 の風景撮 影 で も同様 です。

●風 景 撮影●

風景のように被写体 に近寄れない場合にはカ

メラの位置から直接被写体、または日的の中

心 にメー ターの受光部 を向けたり、た 漠ゞ然

と向けたのでは空からの光が受光部に入って

露出不足 となります。そのためメーターの受

光部 を地平線 (陸 と空の境や山 と空の境等 )

と自分の足 もとの中間に向けて測って くださ

い。 しか しその風景が広 く展開 した風景であ

った り、また遠 くの山々を写すような場合は

前のように して得 られたメー ターの指示通 り

ではな く、そのイ直を発きりつめて ください。

それは空気光の影響 で被写体の暗部が明るく

な り、被写体 コン トラス トが低 くなるからで

す。例えばF llで%50秒 ×%=ス 0。秒 となりF ll

のた。。秒が適正露出 とな ります。
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● スナ ップ撮影 ●

′|( トレー トと違 いスナ ップ撮影では被写体

`111`「
flJい ているもの と考えてもよいでしょ

' 
ナ々 ノプの場合は撮影位置で風景 と同 じ

‖1リ ノリをして ください。スナップでもビルの

制 |||′ )よ うな場所 で被写体 に空が入らないと

|`は 、メーター受光部を被写体 の中′亡、に直接

向 |サ て特 に受光部 を下に向ける必要はありま
|`ス  スナ ソプのように被写体 に近寄れない

‖卜には代用測定するの も一つの方法です。そ
のJり 介被

′′メ体によ く似た色合 をもつ物体 にメ

ク 受 た部 を向けて測 りその露出イ直をカメ

'I■
ヒノトしてスナ ップ しても差支えあ りま

lι ス́

flり えば IIjに 述べ ま したよ うに、 自分 の手 のひ

r,｀キは スナ ップの時 には非常 に有用 な役割 を

米 して くれ ますが、 で きれば標準 反射板 を使

えは なお良 い結果 が え られ ま丸 しか し、代用

‖U'Lさ れ る時 には必 ず被写体 と同 じ光線状態

のもとで測定することにご注意 ください。人

物 を海岸や雪景色 などの乱反射の多い場所で

スナ ップするとき、撮影位置からメーター受

光部 を被写体 に向けて測 ります。 しか しその

際メーターで得 られた露出値の絞 りを ‐段開

けるか、或はシャッタースピー ドを一段遅 く

して ください。 (F llで B50秒 と指示が出たな

らば、F8で %50秒 で撮影 して ください)こ れ

は被写体 をとり囲んでいるまわ りの乱反射

(雪面や水面等の反射)か ら必要以上に強い

光線が入って くるのをネ甫正するためです。

少ジ
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逆光 の撮影 には次の よ うな写 し方 かあ

り、それによ って露 出の測 り方 か違 い

ます
`

A被写体 を逆光でシルエ ントにする

アー ク '■ t吉じtバ ・ クブ,い い 'Itな どに 占]

け f‖ 呵り、そ′)指 り(iコ リ(‖ [り i夕 LIく ださい

,「 出 1上
′` ツ_′ )|ィ ,、 1■11i合 うわけ

=|か
,,、 日向

`|レ

′
'lt・

1111111'1 1 1tl与 1:な
)、 r〔 lな

|| : ,| | ′ |' 1. |

14 15

B逆光で被写体 を撮影する
′  ク ′貴 t4い を lt'メ 体 ′)占 部 |:i「 け f‖ 1

1 1  (|よ III l「 |`ウ「ヤてを lk■ j:イ本 ヒ JI 女 |■
| 1中

lk態 (:|〔 ‖可|)ま す  1′
'I十

'( ` ●:′ ,t
‐

'|七十泉|が /―
'一

に 少 |「 も■ ′マ,t'
‐[|な け′は な りませた

C逆光 で被写体 もパ ソクも撮す

ツ  ク 'そ
ALI‖ it itFり

「
ḱ′
′りill(tilli l llJ l卜 1

111'1、 」
'(ll′

ヽ′ケ ′,II′卜｀4‖1,ま : J

'｀  ヤtプ リ‖1)ち |ヤ lll tl■  1`卜 : JI 共 il[|

t十   二ブ, ,́′ ,'り ||111[ 〔子リサ′ノ|た II I 11

11,1111:1■  1(た II  I■ L IL′ メ(1く を1明

た 111ヒ ′'.7を 1叫  r:il i′ : |■ ス トが 1

il(,1り |′ )午 :II占 iち |l riり |:lJ‖「 rl



●非 常 に暗 い場所 での測定方法●

マルチフィルターを開けても指針が振れない

場所 ではアンプを出 して測定 して ください。

(使 い方の 項参照 )

アンプを使 ってもオ旨針が振れない場合には、

被写体位置から直接光源にメーター受光部 を

向けて浪1っ て ください。 もし光,原 が二つも三

つもある場合にはその中の主光源に向けて測

りその指示通 リダイアルを合わせて得 られた

値 を 10倍 に します。

例 えばF5.6で %。秒 ならば%。 ×10=1秒 にな り

ます。貝日ち、F5.6で 1秒が求める適正露出 と

な ります。

● シ ネ 撮 影 ●

測 り方及びメーターの使 い方は普通のカメラ

の場合 と全 く同 じです。ただ し目盛の組合せ

はシネコマ数 日盛 と絞 り目盛になります。

シネコマ数は (1秒間の回転速度で 8・ 16・

32・ 64に なっているので、撮影機のコマ数に

対応する絞 り値 にセットします。)

シネ撮影の うち8ミ リシネは、特殊撮影を除

いて16コ マ (約 %秒)が標準 コマ数 とされて

います。
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● 複写 の測 り方●

書籍 。文献などの複写はその複写物に接近 し

て測 ります。メーターと複写物の距離は約10

cln位 にして、 複写物 と受光吉61ま 平行にしま
~ケ
。

そして、複写 しょうとする物の上に、印画紙
の裏面等の白色の紙を置いて測り、得られた

露出値を5イ苦したイ直をカメラにセットしてく

ださい。例えばF5.6で %。秒 と指示値が出た

らF5.6で %。 秒にセットしてください。

● エ ックス ポ ジャー パ リュー●

エクスポジャーバ リューシステムのシャッタ

ー付 カメラをお持 ちの方はエ タスポジャーバ

リュー 目盛で露出を決定すると便利です。測

'L方
法は絞 リシャッター式 と同 じですが、露

出計の目盛はEV値 を言売取 ます。エ タスポジ

ャーバ リュー数値が10を 示 した時にはカメラ
′)エ クスポジャーバ リュー目盛の数イ直も10に

:ッ トして ください。エ クスポジャバ リュ

システムのシャ ンタ~ではエクスポジャー
(リ ューを10ι こセ ッ トすると、絞 りをF2に

|オ しば、シャッタースピー ドは自動的に‰秒
1な り、 またF2.8に 絞 り込めばシャ ンタ~
11-ド は%」F秒 になります。反対にシャッタ

スピー ドを%。 秒にセ ントすれば絞 りは迪動
|て F4に なります。 また拓山不力こ「′

iき かえれ

|ネ交りはF14に 開 きます
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●接写の露出●

実効絞 り値 =指示絞 り値 ×レンズとフイルムの距離

● フ イ ル タ ー を使 用 す る と き●

オー トリーダーⅢ型 にはフイルター倍数 目盛がついていませんからメーターで得 た露出に対 し

て、フイルターメーカーの指示 している露出倍数 を掛 けて撮影 して ください。例 えば Y2の フ

イルター露出倍数は 2で、メーター指示がF8、 ‰秒の場合には250秒× 2=‰秒 となりF8ん 5

秒で撮影 して ください。

レンズ表示焦点距離



● 露 出 メ ー タ ー保 存 上 の 注 意 ●

1.湿気の多いところえ長い間放置しないようにしてください。
2.摂氏 60度以上の高温を与えないようにしてください。
3.衝撃を与えないょうにしてください。
4.長い間使用せずにしまって置く時は、革ケースより取 り出し、桐箱等にシリカゲル
剤)と 一諸に保存してください。ただし金庫や金属の容器への保存は避けてください
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